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スタッフブログ更新中・・・
 11/12 二日間ありがとうございました!
 11/14 時代は変わった
 11/19 秋の紅葉
 11/21 休暇
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―院長のひと言―
今年も残すところあと1か月です。
時が過ぎるのは早いですねぇ・・・

1年間、皆様のおかげでスタッフみんな健康に頑張れました。
2017年、最後まで気を抜かずに一丸となって頑張ります！

ー年末年始のおしらせー
12月29日は午前のみ診療いたします

12月30日から1月3日まで5日間お休みをいただきます
ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします

ペットへの暖房器具の安全な使い方
厳しい寒さの日々がやってきました。

ワンちゃん、ネコちゃんも暖かい所が好きなので、コタツやストーブの前で寝ている所をよく目にすると思います。
今回は、お家にある暖房器具で起きる低温やけどの注意についてご紹介します。

低温やけどとは体温より少し高い温度のもの（40℃〜50℃程度）に長時間触れることで起こります。
軽度なものでは皮膚が赤くなって少し痛みが出ます。重症化すると、水ぶくれ、腫れ、脱毛などの異常が見られる様になります。

１．こたつ
長い時間、中に入ったままで
いると、低温やけどだけでな
く脱水の危険があります。

使用するときは温度を低め
にし、カバーの一部に空気
の通る隙間を作りましょう。
また、長時間の使用は避け、
人が離れるときは必ず電源
を切りましょう。

３．ファンヒーター
あまり動かない子やケージの
中にいる場合は、一箇所にあ
たりすぎると低温やけどの危
険があります。猫はくっつき
過ぎる傾向があるので、ヒー
ターの種類によっては焦げな
いようにも注意が必要です。
留守の間に付けっぱなしにす
るときは、ペットに直接当たら
ないように気をつけましょう。

２．ホットカーペット
留守番の際に使いやすい暖房器
具です。しかし、ホットカーペットに
乗ったまま腹や体の片側を暖め
る続けることにより、低温やけど
の多い暖房器具でもあります。

人間用のホットカーペットはペット
用よりも高温になる為、使用する
ときは毛布やベッドなどを間に置
き、熱くなりすぎないよう注意しま
しょう。


